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	１　審議会名　　平成27年度　第3回安曇野市子ども・子育て会議　　　　　　　　　　　　　　
２　日　　時　　平成28年3月25日(金)　午後2時から午後5時まで
３　会　　場　　安曇野市役所　401会議室　　　　　　　　　　　　　　
４　出席者　　　古林委員、藤松委員、吉田委員、荒深委員、高井委員、丸山(貴)委員、望月委員、
田中委員、依田委員、山下委員、大浜委員

５　市側出席者　花村福祉部長、小笠原社会教育担当係長、
藤澤学校教育係長、等々力子ども支援課長、
水谷子ども支援課長補佐、　浅川子ども支援課長補佐、黒岩保育担当係長、丸山主査
６　公開・非公開の別　　　　公開　　　　　　
７　傍聴人　　2人　　　　記者　　1人　
８　会議概要作成年月日　　　　　　平成28年4月9日　

	協　　議　　事　　項　　等


１　会議の概要

1. 開会

2. 会長あいさつ

3. 会議にあたって

4. 会議事項

議案1 保育所の認定こども園化について

議案2 地域型保育事業について

議案3 子ども・子育て支援自供計画の一部変更について

議案4 次回第４回会議及び時年度年間計画等について

5. 連絡事項
6. 部長あいさつ

7. 終了

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

２　協議概要

(1) 開会（進行：藤松副会長）
(2) 会長あいさつ
○　会長　
　子どもたちをとりまく環境は様々な問題が沢山ある。子どもたちの幸せのために、出来る事からやっていきたい。よろしくお願いします。
(3) 会議にあたって
○　副会長　
　この会議は公開である。また、会議概要についても、市のホームページにアップする。傍聴者についても承認いただきたい。
→　委員承認　
○　副会長　
これ以降の議事進行については、会議条例に基づき、古林会長にお願いする。

＜以下、議事＞会長の進行にて

(4) 会議事項

○　会長　
　ただいまから第３回会議の協議事項に入る。
資料１から資料４について事務局担当者からの説明を聞いた上で、委員の皆様には、ご意見をいただき、多数決等していただく。
■議案１■
○　会長　
　それでは資料１「保育所の認定こども園化について」、ということで、「類型」「利用体系」「移行する園の選定に」というこの３点について、前回会議にてご確認いただいたが、再度ご確認いただきたい。
　事務局から報告をお願いする。
○　事務局　
　資料１「保育所の認定こども園化について」を参照し協議する内容を説明
○　会長　
　ただ今担当者から説明のあった「保育所の認定こども園化について」、
ご質問等ご意見等あれば挙手を。ご発言の際は最初にお名前を。

○　Ａ委員　
（２）「認定こども園における利用体系について」
　資料１の２ページ　「基本的な利用体系」によると、「共通教育・保育時間」は６時間で午前９時から午後３時だ。その中に、おやつもお昼寝も含める事で、子どもたちの生活が忙しくなってしまうのでないかとか、午前中子どもが満足して活動できないのではないか、という心配がある。
　前回質問した際は、今やっている事を省く中で、ゆったりと必要な経験ができるようにするという事だった。
　今、公立保育園の先生方が、行事や参観日がある事、給食の時間が決まっている事等の理由で、子どもたちがやりたい事を十分やる時間を確保できないという問題点も聞いている。園長会等では、その点について、どういう風に工夫するかという事について話が出たのか教えてほしい。
→　○事務局　
　話は十分承知している。いろんな家庭の事情のお子さんをお預かりするのが、公立保育園だ。保育園は集団給食のため、調理時間から起食までの時間が決められており、お昼寝を遅くする事はできない。
　これから認定こども園化に向けて、保育教育目標をこれから考えて行く中で、どんな保育をしていくかという事は、園長会及び現場の保育士、幼稚園の教諭、皆で考えて行く。
　子どもたちの生活が豊かになるようにと思う事はどこの園の保育士も保育者も同じ様に思っていると思うので、そこのところは大切にしたい。
○　Ａ委員　
　今はお昼寝をして、4時に降園だが、３時に降園という風になると、１時間短くなる。そうすると、例えばお昼寝の時間を１時間短くするという事も、考えているか。
→　○事務局　
　園の規模によっても違うが、１時間短縮や前倒しという事もあるかもしれない。
○　Ａ委員　
　年少の子どもたちは２時間活動すれば、後はゆったり過ごすので、満たされるかもしれない。しかし、年長になれば、どんどん自分たちで実現したい事が出てくる。体力がついてくるので、動く時間が必要になって来ると思う。
　その中で、保育時間が短くなったとしても、年齢に合わせて、できるだけ豊かな経験が出来るようにという事は、これから考えられると思うけれど、そこが欠くことのないように。
　認定こども園にするという事は、子どもたちにとっては今よりもさらに良い環境になるという事が条件だと思う。全体の子どもたちにとって、弊害が出てこないように大人たちは考えなければいけないと思う。
　子どもたちの体力が落ちているという事が、毎年報道される。私のところは、３歳以上就学前まで、５時間の保育をやっている。お昼寝はその後、個々によって必要性が違うので、５時間の後で、各家庭で必要な子は取るし、取らない子もいるかもしれない。そういう中で子どもたちは、活動量として5時間で8,000歩くらい活動している。そうすると、30年前の子どもたちと同じくらいの体力が確保されるという事が分かって来ている。
　そういうところも踏まえて検討いただけたらと思う。
○　会長　
　他にご質問等はあるか。
それでは、再度前回ご承認いただいたが、今一度承認という形で取りたい。
認定こども園化について、承認いただける方は挙手をお願いする。
○　Ｂ委員　
　承認の前に確認させてもらいたい。

この「承認」の意味とは、今後、園長さん達と様々な検討をしながら、よりよい形を目指していくという事でよいか。そこがあっての上での承認だと思うが。
○　会長　
　小学校も、大体３時に下校だったりするので、こちらとも調べていただいたり、本当に子どもの側に立って検討していただくという事で、承認をいただければと思うが、いかがか。
○　Ｃ委員　
　本当は個々に合わせて保育を変えて行くという事が、一番理想的ではあると思う。これから細かい内容については検討していけばいいと思う。
○ Ｄ委員　
　現場の保育士さん達の生の声は聞いているのか。
それから、今後においても園長会サイドでというお話が出ているが、子育て会議の中で、磨いた事に向かっていけるような統一した体制、それは1年かけて出来るはずだと思っているが、その辺はどうなのか。
　現場の先生はあまり知らないようだ。
→　○事務局　
　園長会だけでなく、主任会でも話をし、そこから下の方にも話をしていると思うが、現場サイドから、どこまで上にあがってきているかは、こちらの方では把握していない。
○　Ｄ委員　
　現場の保育士は聞いていると思う。聞いている事は感じる。聞いていて、いろいろ疑問とか考えを声に出しているのだろうか。
→　○事務局　
　具体的な保育目標や、これからの中身については、園長中心に現場の保育士、幼稚園教諭等で創り上げて行くと考えているので、今回は大枠の利用体系を決めさせていただく。
　その後、これからしっかり、重要な部分の意見をまとめあげていくという事で考えている。

○　Ｄ委員　
　よろしくお願いする。

○　会長　
　他にはないか。

○　Ｅ委員　
　「（２）認定子ども園における利用体系について」の「１号認定の教育日数は２１５日以上とし」のところについて。
　あくまでも「保育所の」というとらえ方で良いのか。同じ１号認定でも幼稚園の教育日数は２０５日だ。その辺の整合性はどうなるのか。

→　○事務局　
　卒園式や、夏休みに入るタイミング等が、幼稚園と保育園では現在違う。認定こども園で1号認定の方だけ、少し先に卒園式をやるとか、夏休みに入ってしまうとかいうのは、お子さんにとっては、良くないだろうということで、２１５日以上とさせていただいた。あくまでもこれは認定こども園に通う1号認定の方の日数という事でご理解いただきたい。
　幼稚園はこれとは全く関係ない部分になる。

○　Ｆ委員　
　希望保育期間は原則として長期休暇とする、と書いてあるが、これは夏休み等か。
→　○事務局　
　そういう事だ。
○　Ｆ委員　
　学校の長期休みが来年度から変わる。７月３０日から８月２８日までが夏休みで、冬休みも１２月３０日から１月９日までとなる。そうすると、幼稚園も学校に合わせるのか。それと、１号認定は全く合わせたりする事はないのか。

→　○事務局　
　認定こども園は、現在の保育所の体系に合わせて行きたいと考えているので、学校の夏休みとは外して考えていただきたい。幼稚園は幼稚園で別に考えなければいけない事だと考えている。

○　会長　ここまでのまとめ　採決
　スタートしてみなければ分からない問題が沢山出てきて、みんなでスタートした後もご協力いただきながらみて行かなければいけないと感じる。とりあえず、認定こども園化について、スタートさせるという部分では承認いただけるか。
　承認いただける方は、挙手を。
【全員承認】

■議案２■

○　会長　
　会議事項（２）「地域型保育事業について」、事務局の方から説明を。

○　事務局　説明　
資料２「地域型保育事業について」を参照し協議する内容を説明
○　会長　質疑応答の提案
　ありがとうございました。
それでは、今の説明内容で、ご質問等あれば、挙手を。

○　Ｇ委員　
　分からないので教えてほしい。「保育室モモ」と「くじら雲」では開設日や、開設時間が異なる。開設日については片方は３６５日、片方は、土・日・祝日・年末年始が休みという。地域型保育事業については、それらの設定は自由なのか。

→　○事務局　　
　基本的には8時間以上という設定がある。
土曜日については、法律上は通常の保育時間という事になっているが、地域にニーズに基づいて設定する事が可能となっている。
　今の状況だと、毎週土曜日を利用される方のニーズは、そんなにないという事で、くじら雲については、土・日・祝日・年末年始が休みの設定をしてある。
　ただこの費用に係る部分、国から来るお金がある。土曜を開設していない場合は、運営費がその分減らされている。

○　Ｇ委員　
　承知しました。ありがとうございました。
○　会長　
　他にご質問等あればどうぞ。

○　Ｈ委員　
　スタッフの体制はどうなっているのか。

→　○事務局　
　２歳児５人については障害児も受入れる予定があるため、
・保育士２名（園長兼保育士１名、保育士１名）
・調理担当1名
の常勤３名だ。
○　Ｈ委員　
　ありがとうございます。

○　会長　
　他にはいかがか。

○　会長　採決　
　それでは本会議として承認の可否について多数決をとらせていただく。

「保育室モモ」及び「響育の里くじら雲」この2施設について、地域型保育事業

移行施設として承認される方は挙手を。

【全員挙手】

○　会長　
全員賛成という事で、２つの施設が移行施設として承認された。

■議案３■

○　会長　
　会議事項（３）「子ども・子育て支援事業計画の一部変更について」
事務局の説明をお願いする。

○　事務局　　説明　
資料３「子ども・子育て支援事業計画の一部変更について」を参照し
協議する内容を説明

○　会長　質疑応答の提案　
　ありがとうございました。今ご説明いただいた事について、ご質問等あれば、挙手を。

○　Ｉ委員　
　認定やまぶきこども園の場所はどこか。
→　○　事務局
　認定やまぶきこども園は一日市場駅のすぐ近くだ。園舎は完成し、受け入れの準備を始めている。今年の４月１日から開設だ。すでに県の事業認可も受けている。
○　Ｊ委員　
　社会福祉法人なのか。
→　○　事務局
　社会福祉法人「七つの鐘」の運営だ。城西系列の社会福祉法人になる。ミサトピア小倉病院とか、そういったところの法人だ。すでに未満児の部分はニーズが高くて、かなり埋まって来ている。

○　Ｋ委員　
　「２（２）新規参入の促進」という欄について。
　新規参入事業者の選定は「事業実績、提案内容により選定」とあるが、それぞれの選定基準はどういう内容か。
　今後の事業者の参入に際して、基準があるのか。

→　○　事務局

まさにこの部分を事務方として練り上げているところだ。安曇野市として初めての事業になる。こういった小規模をやっている事業者は今、安曇野市にはない。
　安曇野市以外でこういった事業実績が何年かあるとか認可保育所、認定こども園の実績がある事業者というところで考えている。
　提案内容については、立地や提供する内容というのは加味していくべきと考えているが、基本的な保育内容については、国が定める保育所教育指針に則ってやっていかなければいけない。その部分を外さないでプラスアルファの提案が出てくると考えており、そういった内容で事業者の方は選定させていただきたい。
　今、事務方で練っているところなので、具体的にはまだ申し上げられないが、ご理解いただきたい。

○　Ｋ委員　
　そうすると、事業実績というのは、勤務されていた方が、新たに事業を興したいという事に対しても、事業実績として、個人の資格として、それから機関としての実績として認められるのか。勤務されている保育園や幼稚園や認定こども園があった場合ですが、そういう方の実績は認められるのか。
　保育士として働いていた方が、何人かで保育所を起こしましょうとなった場合はどうなるのか。

　→　○　事務局
　今、そこを排除しようとは考えていないが、その部分を今認めますという話はできない。その部分をまさに今検討している段階だ。

○　Ｋ委員　
　承知した。

→　会長　
　他にはどうか。

○　Ｌ委員　
　「２（２）新規参入の促進」について
　平成２８年度予算に計上（１施設２２００万円）というのは設立のための資金に
１施設あたり、２２００万円補助というのを予算付けするということか。

→　○　事務局
　そのとおり。具体的な国の補助の内容としては、既存の建物を改築して、そこを活用して小規模保育をやった場合に補助すると国で決まっているので、それに係る費用という事になる。
　もちろん運営が始まれば、国の公定価格に基づいた給付費がそれぞれ施設に入ってくるので、それで運営していただく。もちろん今、申請していただいた家庭的保育事業と同じになっている。

○　Ｌ委員　
　それを２か所募集するという事か。
→　○　事務局
　小規模については１９人までになっているので、２か所整備していきたいと考えている。

○　Ｌ委員　
　認可外保育施設からの移行を促進していく事も引き続き行うのか。

→　○　事務局
　もちろんそうだ。

○　Ｌ委員　
　現存している認可外保育施設が、家庭的保育事業を、さらにやるというのは、難しいと思う。今回資料２の２施設については、開設するまでの補助金は、無かった。０資金。認可外の資金を当ててやるしかなかった。創設時は給食を作る施設とか、そういう新たに事業を始めるときには、２２００万円と言うほどではないが、やっぱり必要だ。もし真剣に認可外保育施設から移行しようと考えるなら、予算を取らないとなかなか難しい。
　安く保育を運営するというところではなくて、子どもにとってより良い保育内容のところを重点に選定するとか、予算の取り方とか、そういうところを検討してほしい。
→　○　事務局
　今、認可外保育施設の処遇向上事業というのを市で県の補助も得ながらやっている。その中で、施設整備費についても、１施設につき年間１００万円出している。それを柔軟に使っていただきたい。実際に今度の２つの認可外保育施設にも「施設整備費」というのは補助させていただいた。
○　Ｌ委員　
　引き続きということですね。

→　○　事務局
　そうです。

○　会長　
　他にはいかがか。

○　Ｍ委員　
　資料３の５ページ、「子ども・子育て支援事業計画」の地域型保育事業が「平成28年度で8」とかその後「平成29年度で44」、「平成30年度で61」とか大幅に増えているが。これはなぜか。増やしたいという事か。

→　○　事務局
　今後人数が増えて行くのは、3歳以上児のニーズではなくて、未満児のニーズだけが増えて行くだろうと考えている。
　市としては、地域型保育事業等で受け皿を作っていきたいと考え、目標としてそういった数字をあげている。

○　Ｍ委員　
　域型保育事業等がどのようしたら増えるのかというのはどこで分かるのか。そのための支援がこの新規参入なのか。

→　○　事務局
　そうだ。

○　Ｍ委員　
　ではこれは目標の数字という事か。

→　○　事務局
　そうだ。先ほどの推計によると、このくらいのニーズが出てくるのではないかという事だ。それに対応した施設というのは、市として何らかの措置をして整備をしていかなければいけないという事だ。その部分の受け皿となるのが地域型保育事業だと考えている。

○　会長　
　他にご質問ご意見はあるか。
○　会長　採決
　それでは、本会議として承認の可否について多数決をとりたいと思う。
「子ども・子育て支援事業計画の一部変更について」承認される方は挙手をお願いする。今後色々考えて行かなければならない事はあると思いますが。

　　　【全員承認】

○　会長　
　 ありがとうございました。多数決の結果、本会議では承認された。
■議案４■

○　会長　
　会議事項（４）次回第4回会議及び次年度年間計画等について、
事務局による素案説明をお願いする。

○　事務局　説明
　資料4をご覧いただく。今の委員さんは平成28年6月10日までの任期なので、次回の会議は第4回となる。第4回会議及びそれ以降、皆さんの任期以降の年間スケジュールという事で、お話をさせていただく。
　先ほど皆さんに事前にお聞きして、日程調整をさせていただいた結果、第4回会議日程は5月19日(木)午前10時から12時までという事でお願いしたい。欄外の「第４回会議日程」にご記入ください。これは「子ども・子育て会議」④と書いたところの日程になる。
　第４回会議内容については、主に平成27年度を検証する中で、各事業担当者の方で確認をして28年度の数字について、皆さんの承認をいただきながら、必要な数字の変更は随時行っていきたいと思う。
　特に皆さんは、事業計画の策定の段階から、数値の最初の段階から関わっていただいたので、この数値含め、やり方含め、良い点悪い点の検証をいろいろ皆さんの方から13事業、その他事業含め、ご意見をいただきたいと思っている。また、委員さんが交代される場合、引き継ぎ事項等、第4回の会議の中でご発言いただいても結構かと思う。


　6月10日以降については、委員関係というところをご覧いただきたい。
　この委員会は、各代表機関から選出をしていただいている委員さんと、一般公募の方、合わせて15名以内という事で、組織をさせていただいている。
　代表機関の方については4月1日以降から推薦依頼を出し、ご回答いただいたうえで、5月の下旬から6月の上旬に渡って決定をお願いしたいと思っている。
　また、一般公募の委員の方につきましても、4月1日から広報やホームページ等で募集を行い、面接・小論文等の審査を行った後、6月11日以降、新しい委員さんという事になる。
　6月11日以降に話し合う内容については、次の委員さんのところで、改めてお話をさせていただく。

○　会長　質疑応答の提案
　次回第４回の内容及び次年度の計画等について、
ご質問等あれば、お願いする。

＜質疑応答なし＞
○　会長　
それでは本日の会議内容全般に関しまして、何かご質問・ご意見等あれば、挙手を。

＜全体での質疑応答なし＞　議事終了　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
○　会長　
　ありがとうございました。以上で本日すべての内容を終了する。
それでは以降の進行を副会長にお願いする。
○　副会長　
　大変スムーズな協議をありがとうございます。今日は大切な方向性が決まったと思う。中身は今後充実させていくというのが確認できた。第４回以降、よりよい会議を期待する。本日はどうもありがとうございました。

＜　閉　会　＞
様式２








